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人間性の回復を
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「9・10東京地評争議支援総行動」
明治ホールディングス前は昼メーン行動

全
国
行
動
の
成
功
を
土
台
に

「
明
治
Ｈ
Ｄ
」
攻
め
に
全
力
！

明
乳
争
議
団
は
、
３
月
の
「
食
品

一
般
ユ
ニ
オ
ン
」
結
成
を
契
機
に
、

新
た
な
水
準
で
の
会
社
包
囲
を
め
ざ

し
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
第

１
回
明
治
Ｈ
Ｄ
株
主
総
会
（
６
月
29

日
）
を
節
目
と
位
置
づ
け
、
明
治
製

菓
全
国
６
事
業
所
一
斉
宣
伝
・
要
請

行
動
や
、
明
治
乳
業
全
国
事
業
所
宣

伝
・
要
請
行
動
を
、
各
地
の
厚
い
ご

支
援
ご
協
力
で
成
功
さ
せ
、
異
常
な

企
業
体
質
を
剥
き
だ
し
に
頑
な
な
態

度
に
固
執
す
る
、
明
治
乳
業
と
親
会

社
「
明
治
Ｈ
Ｄ
」
を
包
囲
す
る
闘
い

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
関
西
支
援
共
闘
会
議
で
は
、

明
治
乳
業
関
西
支
社
に
対
し
多
く
の

団
体
が
独
自
の
要
請
内
容
で
波
状
的

な
要
請
行
動
（
６
月
15
日
）
を
展
開

す
る
な
ど
、
異
常

な
対
応
の
突
破
を

め
ざ
す
闘
い
の
、

新
た
な
工
夫
や
支

援
の
広
が
り
が
作

り
だ
さ
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
こ

れ
ら
全
国
的
な
運

動
の
前
進
に
確
信

を
深
め
、
頑
な
な

企
業
体
質
の
早
期

突
破
と
、
全
面
解

決
へ
の
確
か
な
道

筋
を
切
り
拓
く
闘

い
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す

「
９
・
１
０
東
京
地
評
争
議
支
援
総
行
動
」

で
、
明
治
Ｈ
Ｄ
社
前
が
昼
メ
ー
ン
行
動
と
な

り
ま
し
た
。

支
援
共
闘
会
議
と
争
議
団
は
、
こ
の
行
動

を
、
「
１
０
・
２
２
全
労
連
争
議
支
援
総
行

動
」
の
社
前
行
動
に
連
動
さ
せ
る
、
年
内
を

見
通
し
た
重
要
行
動
と
位
置
づ
け
、
総
行
動

の
前
２
日
間
（
８
～
９
日
）
に
「
Ｈ
Ｄ
社
前

座
り
込
み
」

を
配
置
し

ま
し
た
。

死
亡
災

害
の
続
発

や
止
ま
な

い
不
祥
事
、

そ

し

て

、

不
当
労
働

行
為
・
差

別
の
「
や

り
得
」
を

決
め
込
む
、
明
治
乳
業
の
反
社
会
的
企
業
体

質
を
孤
立
さ
せ
、
長
期
争
議
全
面
解
決
へ
の

局
面
打
開
を
め
ざ
す
、

今
秋
か
ら
の
連
続
的

な
社
前
行
動
へ
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
重

ね
て
訴
え
ま
す
。

総行動の成功に向け、２日間「社前座り込み

９月８日-10：00～13：00 9日-10：00～13：00

一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す

愛
称
「
カ
ト
チ
ャ
ン
」
は
新
潟
県
出
身
で
、
昭

和
38
年
に
明
治
乳
業
市
川
工
場
に
入
社
し
ま
し
た
。

過
酷
な
労
働
の
中
か
ら
労
働
組
合
活
動
に
芽
生
え
ま
し
た
。
当
時

の
労
働
組
合
市
川
支
部
は
、
青
年
労
働
者
が
圧
倒
的
に
多
く
文
化
体

育
部
活
動
に
力
を
入
れ
る
中
で
各
種
サ
ー
ク
ル
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ト
チ
ャ
ン
は
野
球
愛
好
者
達
で
「
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
」
と
い
う
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
チ
ー
ム
の
要
で
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ト
チ
ャ
ン
は
、
温
和
で
決
し
て
こ
と
を
荒
げ
る
こ
と
も
な
く
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
中
を
取
り
持
ち
、
雰
囲
気
を
和
ら
げ
人
へ
の
気
配

り
も
き
め
細
か
く
自
然
体
で
出
来
る
好
人
物
で
す
。

争
議
団
の
一
員
に
加
わ
り
職
場
活
動
を
す
る
カ
ト
チ
ャ
ン
に
、
あ

る
職
制
が
「
立
派
な
髭
を
蓄
え
る
」
風
貌
に
、
お
前
の
髭
は
10
年
早

い
と
妬
ま
し
く
思
わ
せ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

争
議
団
の
役
割
で
は
、
労
働
委
員
会
、
裁
判
闘
争
に
欠
か
せ
な
い

賃
金
格
差
の
推
移
の
整
理
や
年
度
ご
と
の

追
加
申
立
な
ど
の
資
料
作
成
、
併
せ
て
証

人
に
必
要
な
証
拠
関
係
の
作
成
な
ど
地
道

な
実
務
作
業
の
中
心
的
役
割
を
一
手
に
担
っ

て
い
る
カ
ト
チ
ャ
ン
で
す
。

団員の

横 顔

(4)

市
川
工
場
事
件
の
「
カ
ト
チ
ャ
ン
」
こ
と

加
藤
繁
敏
で
す

明乳争議支援をメーンとする

‘

日時 11月 1日（月）

～4日（木）
◎レセプション11月1日18：00～

初日は正午開場

最終日18：00まで

埼玉教育会館２Ｆホール

主催
‘10埼玉救援美術展実行委員会

連絡先

日本国民救援会埼玉県本部

ＴＥＬ 048-833-9991

10:00
～20:00

都労委審問日程
都庁３４階審問室

◎ 9月15日(水)
午後２時～４時

◎10月18日(月)
１０時～１２時

◎10月26日(火)
午後１時３０分

～３時３０分

ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

訃
報

前
々
号
の
「
団
員
の
横
顔
」
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
全
国
争
議
の
大

阪
申
立
人
で
あ
る
伊
達

修
さ
ん
が
、
去
る
８
月
１
日
療
養
も
む
な
し

く
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
３
日
に
行
な
わ
れ
た
告
別
式
で
、
出
棺
を
前
に
し
て
家
族
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
さ
れ
た
奥
様
の
お
礼
の
言
葉
を
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。「
一
週
間
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
ー
俺
は
会
社
で
差
別

さ
れ
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
人
間
と
し
て
扱
っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
い
仲
間
達
に
恵
ま
れ
、
今
日
ま
で
闘
っ
て

き
た
。
争
議
が
解
決
し
な
く
て
思
い
は
残
る
が
、
い
い
仲
間
達
に
め
ぐ

り
合
え
て
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
ー
。
…
私
は
夫
の
遺
言
だ
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
…
。

私
た
ち
も
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
た
だ
、
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す

が
、
争
議
団
一
同
一
日
も
早
い
争
議
解
決
を

勝
ち
取
り
、
墓
前
に
報
告
す
る
決
意
で
す
。

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

詩 集

みすゝ゛からうらゝへ
もりかわ うらゝ

金子みすゝ゛に触れたとき、

私の中から詩が生まれた

ひたむきに生きる小さないのちへの共感。
社会に対してまっすぐに向き合う仲間への励ましと社会批判
素朴なことばかり伝わるやさしさとみずみずしい感性が、読む人をつつむみ込む詩集。

文芸社 から出版 1.470円

注文は携帯から03-6739-0711

いのちつないでつながって

今号は、紙面の都合で「明乳争議と私」はお休みです。
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６
月
15
日
に
行
わ
れ
た
関

西
支
社
前
行
動
に
は
、
大
阪

民
主
医
療
機
関
連
合
会
、
大

阪
商
工
団
体
連
合
会
、
新
日

本
婦
人
の
会
大
阪
府
本
部
、

食
糧
を
守
り
日
本
農
業
の
再

建
を
進
め
る
大
阪
府
民
会
議
、

生
協
労
連
大
阪
府
連
合
会
、

福
祉
保
育
労
大
阪
地
方
本
部
、

大
阪
医
療
労
働
組
合
連
合
会

な
ど
、
乳
業
産
業
と
密
接
な

関
係
を
も
つ
団
体
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
要

請
に
出
向
か
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
乳
業
は

０
Ａ
Ｐ
ビ
ル
16
階
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
の
両
脇
に
30
数

名
の
若
い
労
働
者
に
ピ
ケ
を

は
ら
せ
、
一
切
の
面
会
も
拒

否
し
続
け
る
と
い
う
非
常
識

な
行
動
を
と
り
続
け
ま

し
た
。
ピ
ケ
を
は
っ
て

い
る
リ
ー
ダ
ー
格
の
社

員
は
「
会
社
の
方
針
で

す
。
お
帰
り
下
さ
い
」

の
一
言
を
２
時
間
半
の

間
繰
り
返
す
。
他
の
社

員
は
こ
の
間
一
言
も
喋

れ
な
い
。

明
治
乳
業
は
自
社
の

社
員
の
人
格
も
何
も
か

も
無
視
し
て
ピ
ケ
を
は

ら
せ
、
市
民
の
要
請
は

一
切
聞
か
な
い
な
ど
、

社
会
的
に
絶
対
認
め
ら

れ
な
い
こ
ん
な
態
度
は
、
即

刻
改
め
る
べ
き
で
す
。

「
医
療
の
現
場
に
牛
乳
・
乳

製
品
は
欠
か
せ
な
い
食
品
。

そ
う
し
た
医
療
現
場
、
消
費

者
の
声
も
聞
か
な
い
と
い
う

の
が
明
治
乳
業
の
方
針
で
し
ょ

う
か
」（
大
阪
民
医
連
・
医
労

連
）「

私
達
は
、
子
ど
も
た
ち
に

安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
え
る

牛
乳
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
来
た
の
に
、
話
し
も
聞
い

て
も
ら
え
な
い
」（
福
祉
保
育

労
）「

安
全
・
安
心
な
商
品
で
あ

る
事
は
お
客
さ
ん
の
た
め
に

も
一
番
大
事
な
こ
と
。
明
治

乳
業
は
そ
う
し
た
取
引
先
労

働
者
の
声
も
聞
か
な
い
の
か
」

（
生
協
労
連
）

「
私
た
ち
は
一
貫
し
て
食
の

安
全
・
安
心
を
大
き
な
課
題

と
し
て
女
性
の
立
場
で
運
動

し
て
き
た
。
明
治
乳
業
の
今

日
の
よ
う
な
対
応
は
断

じ
て
容
認
で
き
な
い
」

（
新
婦
人
大
阪
府
本
部
）

「
明
治
乳
業
は
そ
の
名

の
と
お
り
、
明
治
時
代

そ
の
ま
ま
の
感
覚
な
の

か
」（
大
商
連
）

「
酪
農
民
が
口
蹄
疫
と

必
死
に
闘
っ
て
い
る
時

に
こ
の
態
度
は
許
せ
な

い
」
（
農
民
連
）
な
ど
の

声
に
明
治
乳
業
は
な
ん

と
こ
た
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

改
め
て
驚
き
と
怒
り
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

証
言
は
、
明
治
乳
業
の
人
事

制
度
が
い
か
に
合
理
的
な
も
の

で
あ
り
、
公
正･

公
平
に
運
用
さ

れ
て
い
る
か
が
く
り
返
さ
れ
、

昇
給･

昇
格
は
勤
務
振
り
に
応
じ

た
処
遇
で
あ
り
、
な
ん
の
不
具

合
も
な
く
差
が
生
じ
る
の
は
当

然
で
あ
る
な
ど
と
云
い
、
職
分･

賃
金
・
人
事
考
課
な
ど
諸
人
事

制
度
の
正
し
さ
を
印
象
付
け
よ

う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

人
事
制
度
は
、
労
働
組
合
と

協
議
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
先
行
し
た
「
市
川
事
件｣

の
命
令･

判
決
で
も
合
理
性
が
評

価
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
強
調
し

ま
し
た
が
、
労
使
協
調
路
線
を

歩
む
労
組
と
の
合
意
で
あ
り
、

市
川
事
件
か
ら
の
引
用
な
ど
は
、

会
社
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
部

分
の
み
を
力
説
し
、
傍
聴
者
の

失
笑
を
買
う
場
面
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
制
度
運
用
、
と
り
わ

け
申
立
人
ら
に
対
す
る
低
職
分･

低
賃
金
な
ど
は
、
人
事
制
度
の

「
公
正
な
運
用｣

を
ど
う
力
説
し

て
も
説
明
の
つ
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
務
遂
行

能
力
な
ど
と
云
う
抽
象
的
判
定

に
よ
る
昇
格
の
遅
延
や
拒
否
な

ど
は
、
恣
意
的
運
用
の
入
り
込

む
大
き
な
矛
盾
と
不
当
性
を
も
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
上

の
失
敗
な
ど
「
ア
ラ
探
し｣

も
一

部
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ

た
く
相
対
評
価
の
無
い
も
の
で
、

正
当
な
評
価
と
な
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
苦
情
処
理
制
度
の

仕
組
み
や
運
用
の
公
正
さ
な
ど

を
証
言
し
ま
し
た
が
、
委
員
会

の
構
成
メ
ン
バ
ー
や
実
際
に
お

こ
な
わ
れ
て
き
た
過
去
の
例
な

ど
か
ら
見
て
、
大
き
な
矛
盾
の

有
る
事
を
逆
に
印
象
付
け
る
も

の
で
し
た
。

明
治
乳
業
差
別｢

全
国
事
件｣

の
都
労
委
審
問
が
７
月
27

日
に
開
か
れ
、
田
巻
会
社
側
証
人
へ
の
主
尋
問
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
会
社
側
の
個
別
立
証
が
順
次
お
こ

な
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
前
段
と
し
て
差
別
を
合
理

化
す
る
人
事
諸
制
度
の
立
証
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

会社主張全国争議
都 労 委

（３）

質
問
書
の
骨
子
は
、
①
子
会
社

「
明
治
乳
業
」
で
の
長
期
労
働
争
議

の
解
決
を
求
め
る
質
問
（
６
項
目
）
。

②
経
営
統
合
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
再

編
か
ら
生
活
・
諸
権
利
を
守
る
質

問
（
６
項
目
）。
③
死
亡
災
害
に
関

す
る
質
問
（
３
項
目
）。
④
国
内
酪

農
の
維
持
振
興
を
求
め
る
質
問
（

４
項
目
）。
株
価
低
迷
と
役
員
報
酬

開
示
に
関
す
る
質
問
（
３
項
目
）

の
22
項
目
で
す
。
ど
の
質
問
項
目

も
、
明
治
乳
業
及
び
明
治
Ｈ
Ｄ
が

消
費
者
・
国
民
の
信
頼
を
得
て
、

健
全
な
「
食
と
健
康
」
総
合
企
業

グ
ル
ー
プ
と
し
て
飛
躍
す
る
た
め

に
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
課
題
で
す
。
特
に
、
異
常
な

企
業
体
質
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る

長
期
労
働
争
議
の
継
続
は
、
明
治

Ｈ
Ｄ
が
掲
げ
る
「
企
業
イ
メ
ー
ジ
」

と
は
絶
対
に
相
容
れ
な
い
こ
と
を

明
確
に
し
、
経
営
陣
の
責
任
を
厳

し
く
追
及
す
る
も
の
で
し
た
。

総
会
当
日
は
、
多
く
の
支
援
者

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
場
前

宣
伝
を
午
前
８
時
30
分
か
ら
総
会

終
了
の
正
午
ま
で
ロ
ン
グ
ラ
ン
行

動
と
し
て
実
施
し
、
総
会
参
加
者

ら
に
６
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
各
質
問
項
目
に
沿
っ

て
関
係
担
当
役
員
が
答
弁
。
争
議

問
題
で
は
、
明
治
乳
業
の
金
子
人

事
部
長
及
び
浅
野
社
長
が
答
弁
に

立
ち
、「
司
法
で
会
社
主
張
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
司
法
判
断

に
従
っ
て
対
応
す
る
」
と
い
う
、

従
来
か
ら
の
姿
勢
を
繰
り
返
し
強

調
す
る
に
止
ま
り
ま
し
た
。
会
場

発
言
は
全
体
で
15
名
で
し
た
が
、

こ
ち
ら
の
発
言
は
、
支
援
共
闘
会

議
の
永
瀬
事
務
局
長
と
争
議
団
の

小
関
団
長
の
２
名
だ
け
で
、
多
数

の
挙
手
が
あ
り
ま
し
た
が
正
午
を

も
っ
て
、
議
長
（
佐
藤
社
長
）
が

一
切
の
発
言
を
封
じ
強
引
に
閉
会

と
し
た
の
で
す
。
閉
会
直
後
、
退

場
す
る
役
員
に
向
か
っ
て
「
こ
れ

が
開
か
れ
た
株
主
総
会
か
、
も
っ

と
株
主
の
声
を
聞
け
！
」
と
大
声

で
迫
っ
て
い
た
、
見
知
ら
ぬ
株
主

の
訴
え
が
印
象
的
で
、
明
治
Ｈ
Ｄ

の
異
常
な
体
質
を
浮
き
彫
り
に
す

る
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
Ｈ
Ｄ
株
主
総
会
で

「
事
前
質
問
書
」
へ
の
回
答
迫
る

親
会
社
明
治
Ｈ
Ｄ
の
第
１
回
株
主
総
会
が
、
去
る
６
月
29

日
「
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
」（
港
区
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
支
援
共
闘
会
議
と
争
議
団
は
、
経
営
統
合

後
の
株
主
総
会
と
し
て
重
視
し
、
賛
同
株
主
55
名
の
連
名
で

22
項
目
の
「
事
前
質
問
書
」
を
作
成
。
６
月
15
日
に
は
、
代

表
者
３
名
が
明
治
Ｈ
Ｄ
本
社
を
訪
問
し
、
応
対
し
た
総
務
グ

ル
ー
プ
長
に
「
事
前
質
問
書
」
を
手
渡
し
、
要
旨
説
明
を
行

う
と
同
時
に
総
会
で
の
誠
実
な
対
応
と
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

全
て
の
質
問
項
目
が
、

避
け
て
は
通
れ
な
い

明
治
Ｈ
Ｄ
の
重
要
課
題

歴
史
的
な
60
年
安
保
闘
争
が
原
点

で
す
。
安
保
闘
争
に
危
機
感
を
抱
い

た
ア
メ
リ
カ
と
財
界
は
、
二
度
と
再

び
ア
メ
リ
カ
に
タ
テ
を
つ
か
せ
な
い

た
め
、
大
企
業
の
た
た
か
う
労
働
組

合
運
動
に
支
配
介
入
し
乗
っ
取
り
、

大
企
業
が
支
配
す
る
労
働
組
合
に
変

質
さ
せ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ネ

デ
ィ
ー
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
路
線
で
す
。

こ
の
流
れ
の
中
で
明
治
乳
業
争
議

は
発
生
し
ま
し
た
。
当
時
、
千
葉
県

の
市
川
工
場
で
は
、
会
社
は
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
組
織
を
つ
く
り
、
不
当
労
働
行

為
に
よ
り
支
部
執
行
部
を
乗
っ
取
り

ま
し
た
。
乗
っ
取
っ
た
あ
と
は
、
人

事
考
課
の
名
目
で
徹
底
的
に
「
赤
組
」

に
た
い
し
賃
金
差
別
を
強
行
し
ま
し

た
。大

阪
工
場
で
は
、
40
年
間
正
規
社

員
と
し
て
働
き
、
近
年
退
職
さ
れ
た

糸
賀
さ
ん
の
定
年
時
の
基
本
給
は
15

万
円
台
、
手
取
り
18
万
円
台
で
し
た
。

糸
賀
さ
ん
を
一
回
も
昇
格
さ
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
さ
に
現
在
の
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
で
す
。

新
自
由
主
義
、
市
場
原
理
主
義
に

基
づ
く
政
治
が
、
労
働
者
を
モ
ノ
扱

い
し
、
格
差
と
貧
困
を
生
み
出
し
、

社
会
を
壊
し
て
い
ま
す
。

今
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
新
自
由
主
義
と

決
別
し
、
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
、

と
り
わ
け
は
た
ら
く
ル
ー
ル
を
確
立

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
明
治
乳
業
は
、

争
議
団
か
ら
の
電
話
も
取
り
次
が
な

い
、
要
請
書
も
受
け
取
ら
な
い
、
も

ち
ろ
ん
話
し
合
い
に
も
応
じ
な
い
。

こ
ん
な
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
放
置
し
て

お
い
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

闘

い
の
局
面
は
、
今
年
か
ら
来
年
が
山

場
で
す
。
す
で
に
争
議
団
の
う
ち
、

７
人
が
た
た
か
い
半
ば
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
無
念
で
す
。
こ
れ
以
上

の
長
期
争
議
は
人
道
上
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
た
か
い
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
・

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
路
線
に
ケ
リ
を
つ
け

る
た
た
か
い
で
す
。
す
で
に
、
国
鉄

争
議
も
政
治
的
和
解
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。
次
は
、
明
治
乳
業
争
議
で
す
。

今
、
争
議
団
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ

て
食
品
一
般
ユ
ニ
オ
ン
を
立
ち
上
げ
、

攻
め
の
た
た
か
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
治
乳
業
を
話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル

に
つ
か
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
ま

し
て
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
明
治
乳
業
争
議
の
原
点
は
何
か
」

松
本

悟
千
葉
労
連
議
長
、
全
労
連
大
会
で
発
言

明
治
乳
業
の
異
常
体
質

を
踏
襲
し
た
対
応
と

答
弁
に
終
始

総会会場前で宣伝

本
人
の
了
解
を
得
て
一
部
割
愛
編
集
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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